
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 3 施策№ 33 事業№ 10 10

事務事業名 社会福祉協議会パートナーシップ推進強化事業
会計 一般会計 実施区分 27新規

事業種別 政策 開始 27 終了
H29作成課等名 福祉課 H29係等名 地域福祉係 H28担当課等名 福祉課

基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

施策 33 共に支えあう地域福祉の推進

目
的

対象（誰・何を）
飯田市社会福祉協議会
補助金支出先：飯田市社会福祉協議会

対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

市民 100957

意図（どういう状態
にするか）

効果的に運営することができる

向上させたい上位施
策の成果指標

近隣での支えあいができている市民の割合（％）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

目標に対し80％以上の実績を達成した事業数／地域福
祉関係の社協への委託・補助事務事業数　％

100 100 100 100

定性
目標

事
業
概
要

飯田市社会福祉協議会へ派遣している職員の人件費等を補助する。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　飯田市社会福祉協議会に職員を派遣
　福祉のまちづくりパートナーシップ協定により、地域福祉の推進体制を強
化するため、市職員を派遣する。

１　派遣人数 １　１人

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 9,938 9,672 9,671 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 9,938 9,672 9,671

人件費計（千円）② 358 0 0 0

正規職員所要時間 100

臨時職員所要時間

総事業費①+② 10,296 9,672 9,671 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

飯田市社会福祉協議会へ職員派遣することにより、市が進める事業について、より連携ができている。

改革改善
の考え方

①問題
点

飯田市社会福祉協議会とのパートナーシップ協定により、対等・協働を基本とし、福祉のまちづくりを広めていく必要が
ある。

②改革
提案

飯田市社会福祉協議会との協働方針について、協議を続けていく。


